
アドミッション・ポリシー（AP）
【⼊学者受⼊れに関する基本的考え⽅（前⽂）】
フロンティア⼯学類では，機械⼯学，化学⼯学，電⼦情報⼯学の知と技を結集した最先
端の教育及び研究を通して，ナノの世界から宇宙空間や⼈間社会にわたるまでの様々な
未踏領域を切り拓き，グローバルな観点から，⼯学の⾶躍的な発展と，近未来社会の創
造を牽引していくエンジニアや研究者の育成を⽬指す。具体的には，ロボティクス，航
空宇宙⼯学，⾼度センシング技術，ナノテクノロジー，新機能性材料など技術⾰命をも
たらす先進的な分野から，医療福祉⼯学，⽣活⽀援機器，化学製品など⽣活や社会の調
和と発展をささえる分野まで，広く興味を持つ⼈材を受け⼊れる。本学類ではコース制
は採⽤せず，電⼦情報機械，⼈間機械，マテリアルの３つのコアプログラムと，知能機
械，ヒューマンメカトロニクス，マテリアルデザイン，先進物理計測，先端横断の５つ
のフロンティアプログラムを組み合わせて履修する。

【求める⼈材】

【選抜の基本⽅針】

【⼊学までに⾝に付けて欲しい教科・科⽬等】
⼤学⼊学共通テストで課している科⽬（理系科⽬及び⽂系科⽬）及び⼀般選抜の個別学
⼒検査で課している科⽬（数学・理科・英語）について，⼗分理解しておくことが必要
です。また，⾝の回りのモノづくりや製品の仕組みから⽇常的な科学現象まで，幅広い
興味と探究⼼を持つことを望みます。

 理⼯学域 フロンティア⼯学類
【授与する学位】学⼠（⼯学）

⼤学（⼤学院）の⽬的 学類（研究科）の教育研究上の⽬的
⾦沢⼤学は，教育，研究及び社会貢献に対する国⺠の要請にこたえるため，総合⼤学として教育研究活動
等を⾏い，学術及び⽂化の発展に寄与することを⽬的とする。

理⼯学域は，基礎科学と⼯学の先進的な研究を通して理⼯学の⾼度な専⾨知識を育み，⾼い倫理性と豊かな教養を備え，課題探求能⼒と国際感覚をもって⾃
然環境と調和のとれた科学と技術の発展を⽬指し，⼈類の幸福のため世界で活躍する個性輝く⼈材を養成することを⽬的とする。
フロンティア⼯学類は，先進的かつ安全な近未来⼈間社会を創造するために，電⼦情報⼯学，機械⼯学，物質⼯学の知と技を結集して，ナノの世界から宇宙
空間までを対象とした様々な未踏領域を切り拓き，⼯学の⾶躍的発展を牽引していくエンジニアや研究者を養成することを⽬的とする。

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）
【卒業認定・学位授与に関する基本的考え⽅（前⽂）】 【教育課程編成に関する基本的考え⽅】
フロンティア⼯学類では，機械⼯学，化学⼯学，電⼦情報⼯学にわたる幅広い専⾨
知識を修め，ナノの世界から宇宙空間や⼈間社会にわたるまでの様々な未踏領域を
切り拓き，グローバルな観点（⾦沢⼤学グローバルスタンダート；KUGS）から，
⼯学の⾶躍的な発展と，近未来社会の創造を牽引していくエンジニアや研究者を養
成する。そのような⼈材を育成するために，以下に掲げる学修成果を達成し，所定
の単位数を修得して卒業プロジェクト論⽂の審査に合格した者に学⼠（⼯学）を授
与する。

フロンティア⼯学類では，近未来社会を先端科学技術で切り拓く⼈材を育成するために，⼯学の未踏領域
（フロンティア）を分野境界の融合及び分野統合により開拓する素養を⾝につけるためのカリキュラムを編
成した。コース制は採⽤せず，学⽣は履修科⽬を組み合わせた「プログラム」を，⾃⾝のキャリア設計に基
づいて複数修得する。２年次には，主に⼯学基礎科⽬群ならびにコアプログラム（電⼦情報機械，⼈間機
械，マテリアルのいずれか，あるいは複数）を修得し，⼯学各専⾨分野の基礎を学ぶ。続いて，３年次にお
いて，発展的な基本フロンティアプログラム（知能機械，ヒューマンメカトロニクス，マテリアルデザイン
のいずれか，あるいは複数）の修得のほか，これらの境界・統合領域にあたる2つの副フロンティアプログ
ラム（先端横断，先進物理計測）を組み合わせて修得する。さらに，４年次においては，「ラボ」（異分野
融合を前提とした柔軟性の⾼い研究チーム）に配属し，コアプログラム，フロンティアプログラムの修得を
通じて⾝につけた異分野の知識を融合・活⽤し，先端分野研究に関する「卒業プロジェクト」を⾃ら⽴案・
計画し，教員の指導のもと取り組む。

【学⽣が⾝に付けるべき資質・能⼒】 【教育内容・教育⽅法（教育課程実施）に関する基本的考え⽅】
（１）⼯学や科学の基礎となる数学・物理学・化学の基礎的能⼒を⾝につける。
（２）電⼦機械⼯学，機械⼯学，化学⼯学，電⼦情報⼯学のいずれか，あるいは複
数の分野の基礎を理解し，応⽤できる幅広い能⼒を⾝につける。
（３）課題探求・実践学習を通した⾃主性，創造性，協調性，発表・報告能⼒及び
国際的コミュニケーション能⼒を⾝につける。
（４）技術が社会や⾃然に及ぼす影響や効果，及び技術者が社会に対して負ってい
る責任（技術倫理）についての⾃覚と，グローバルな視野から⼯学の発展を多⾯的
に考えることができる素養を⾝につける
（５）モノづくりに関する専⾨知識，及びそれらを経済性・安全性・信頼性・社会
及び環境への影響を考慮しながら実践できる応⽤能⼒，デザイン能⼒，マネジメン
ト能⼒を⾝につける。
（６）メカトロニクス，インテリジェントロボット，スマートビークル，ナノテク
ノロジー，新素材，機能性デバイス，計測制御システムなど，⼯学における先進的
な融合分野に挑戦し，最新の⼯学ツールを使う能⼒，ならびに社会の持続的発展に
貢献する意欲と創造性を⾝につける。
（７）⼈間・⽣活⽀援機器，医療福祉技術，環境負荷低減（エコシステム），⽣体
現象のセンシングなど，近未来社会における⽣活や社会の調和と発展をささえるテ
クノロジーをシステムとして統合するための幅広い専⾨知識と問題発⾒・解決能⼒
（ソリューション）を⾝につける。

１．教育内容
各プログラムにおける教育内容はそれぞれ以下の通りである。いずれのプログラムにおいてもアクティブ
ラーニングや授業の英語化を積極的に取り⼊れることで，DPで述べた学修成果を達成する環境を整備すると
ともに，⾦沢⼤学＜グローバル＞スタンダード（KUGS）に基づくカリキュラム編成を⾏う。
（１）コアプログラム
電⼦情報機械コアプログラム：DPで述べた電⼦情報⼯学及び機械⼯学の専⾨基礎知識を修得するために，基
礎⼒学，設計製図，メカトロニクス，制御⼯学，論理回路，数値解析などの科⽬を配置。
⼈間機械コアプログラム：DPで述べた機械⼯学の専⾨基礎知識を修得するために，材料⼒学，流れ学，熱⼒
学，振動⼯学，機械設計⼯学などの科⽬を配置。
マテリアルコアプログラム：DPで述べた化学⼯学の専⾨基礎知識を修得するために，プロセス⼯学，伝熱⼯
学，熱⼒学，物理化学，単位操作などの科⽬を配置。
（２）フロンティアプログラム
知能機械：機械⼯学から電⼦情報分野にわたる知識・スキルを駆使し，ロボットなど⾃律化が望まれる機械
の⾼度知能化に取り組む能⼒を持つ⼈材を育成する。ロボティクスに関する知識と技術を⾝につけるため
に，ロボット⼯学，航空宇宙⼯学，画像処理，数値シミュレーションなどの科⽬群を配置。また，機械設計
演習，機械⼯作実習，応⽤プログラミングなどの応⽤系の科⽬群も配置。
ヒューマンメカトロニクス：安⼼・安全・快適・便利な⽣活を⽀える様々な⼈間⽀援技術とその社会実装プ
ロセスを学び，⼈間に密着した機械⼯学分野に活⽤する応⽤⼒を持つ⼈材を育成する。そのために，制御⼯
学，振動⼯学などの計測制御科⽬群，⼈体科学，⼈間⼯学などの医⽤⽣体⼯学に関する科⽬群，ならびに，
それらの社会実装に関する科⽬群を配置。
マテリアルデザイン：新素材やナノテクノロジー分野において，物質（マテリアル）の持つ様々な性質やそ
れらの⼯業的応⽤等について学び，マテリアルの性質を極限まで引き出すための技術を⾝につけた⼈材を育
成する。マテリアルが有する機能とそのモノづくり（＝プロセス）を学ぶために，マテリアルの性質とプロ
セスに関する科⽬である，プラスチック成形加⼯，⾼分⼦材料物性，反応⼯学，微粒⼦⼯学，デジタル化学
⼯学などの科⽬を配置。
先進物理計測：超スマート社会を実現するためのセンシング技術およびナノオーダーの分解能を持つ先端計
測技術について学び，⽣体計測や材料計測などの最先端の知識を⾝につけた⼈材を育成する。計測技術やナ
ノテクノロジーに関連する⽣体計測，環境計測，スペクトロスコピー（分光分析），マイクロスコピー（顕
微鏡分析）などの科⽬を配置。
先端横断：機械⼯学，化学⼯学，電⼦情報⼯学の各分野の基礎となるコアプログラム科⽬を配置。⾃⾝の
キャリアの基盤となるコアプログラムに加えて、複数の分野についての専⾨基礎知識をあわせて習得する。
幅広い⼯学分野にわたる専⾨知識を駆使して，ナノの世界から宇宙空間までを対象とした様々な未踏領域を
切り拓くエンジニアや研究者を育成する。
２．教育⽅法
（１）講義科⽬では，専⾨知識を問う試験の結果をもって評価する。
（２）実験科⽬では，測定の原理に対する理解度，理論的な考察等の質をもって評価する。
（３）演習科⽬では，ディスカッション⼒，プレゼンテーション⼒等の質をもって評価する。
（４）卒業プロジェクトでは主任指導教員１名を置き，研究指導・助⾔を適宜⾏う。

・ロボティクス，航空宇宙，スマートビークル，スマートセンシング，インテリジェン
ト制御，ナノスケール計測，⾼分⼦，微粒⼦材料，機能性デバイスの開発など，新たな
技術や学問分野の開拓に意欲を持つ⼈
・メカトロニクス，医療福祉⼯学，物質システムを中⼼とした，機械⼯学，電⼦情報⼯
学，化学⼯学の分野でエンジニア，研究者，教育者の道に進みたい⼈
・グローバルな視点からの技術⾰新を通じて，次世代の社会を創造していく技術の構築
に⾼い志を持つ⼈
・⼈間性，独創性と創造性が豊かで，⾃ら問題点を解決する意欲を持つ⼈

【学修成果の評価】
（１）授業科⽬に対して成績評価の基準及び⽅法を明⽰し，それに基づいて，学修成果を評価する。
（２）学⼠課程での学修成果は，「卒業プロジェクト」を含めた修得単位数によって⾏う。
（３）卒業プロジェクトの審査は，論⽂審査及び⼝述試験により実施する。

【選抜の基本⽅針】
機械⼯学類，フロンティア⼯学類及び電⼦情報通信学類の⼀般選抜は3学類⼀括で実施し
ます。
（⼀般選抜）
基礎学⼒に加え，フロンティア⼯学類において基礎となる数学・物理・英語の学⼒を評
価します。所属を希望する学類を出願時に申請し，⼊試成績により，希望した学類の中
から⼊学後の配属学類を決定します。
（超然特別⼊試（A-lympiad 選抜））
「⽇本数学 A-lympiad」における受賞及び調査書を参考にして，理数系分野の⾼いレベ
ルの学⼒，フロンティア⼯学類に対する理解と勉学意欲及び資質等を⼝述試験（プレゼ
ンテーションを含む）によって総合的に評価します。
（⼥⼦枠特別⼊試）
⼤学⼊学共通テストで数学，理科，外国語及び情報の基礎学⼒を評価するとともに，⼝
述試験により，主体性をもって多様な⼈々と協働して学ぶ態度，⼯学分野の資質，論理
的思考⼒，表現⼒などを評価します。
（帰国⽣徒選抜）
理系基礎科⽬である数学，物理及び英語の学⼒を重視するとともに，成績証明書（調査
書）により基礎学⼒を評価します。
（国際バカロレア⼊試）
理系基礎科⽬である数学・物理の学⼒を成績評価証明書により評価するとともに，⼝述
試験により，⼯学分野の勉学意欲及び資質を評価します。
（私費外国⼈留学⽣⼊試）
⽇本語の聴解・読解⼒に加え，理系基礎科⽬である数学，物理，化学及び英語の学⼒を
重視するとともに，⼝述試験により，⽇本語によるコミュニケーション能⼒，⼯学分野
の勉学意欲及び資質を評価します。


